
 

 

 

 

一人一台端末（タブレット）の更新 
9 月以降に１年生に一人一台端末が配付されます。その後２・３・５・６年生の端末が新しい

Chromebook（クロムブック）に更新されます（現４年は、新しい機器を使用しているため更新

なし）。今まで使用していたものより軽くなり、タッチペンと充電アダプタが付属することで、

持ち帰りしやすい仕様になっています。 

現在、情報活用能力（ICT 活用能力）を強化するため、コンピュータやネットワークを使っ

て情報を収集・整理・発信する力を育むことが推進されており、今後、さらに一人一台端末を活

用するために、毎日ご家庭に持ち帰り、宿題や自主学習に使用することになります。本校でもい

くつかの学年で毎日持ち帰り、活用を進めています。連絡帳に書くことを無くして、「Google 

Classroom」と「ミマモルメ」で配信している学年もありますが、端末が更新され、使用に慣れ

た後は、ほとんどの学年で同じような活用の仕方になると思います。持ち帰るときのルールや充

電の仕方などについては、端末の配備後に配付プリントでお伝えします。 

次期指導要領の改訂でも、引き続き ICT を活用した学習を支えるための環境整備が行われる

ようです。高校ではすでに「情報」の科目が増え、中学校では技術科が情報活用能力を育成する

ための教科として再編されることが提案されています。小学校でも現在行われているプログラミ

ング学習の時間が増え、さらに生成 AI 等の情報技術に対応するための学習内容も入ってくるか

もしれません。 

しかし、ICT 機器が子どもの学習に最適なツールであるかどうかは、まだはっきりしておら

ず、世界の各国でも試行錯誤を繰り返しています。デジタルのデメリットを踏まえて、「紙と鉛

筆」「紙の教科書」へ回帰している国が出てきています。デジタル教育先進国だったスウェーデ

ンやフィンランドのように小学生の読解力・集中力の低下を懸念し、アナログ教材への回帰が行

われている国もあります。 

デジタルとアナログ両方にメリットとデメリットがあります。アナログのメリットとしては

「手書きで学習することで長期記憶に残る」「紙面上で自由に消したり線引きしたりすることで

深い理解ができる」ことなどがあります。特に小学生の間は、文字を書く・漢字を覚える・計算

方法をマスターするなど、紙に書いて覚えることや学習することも必要です。これからも引き続

きすべての教科において、ICT 機器を活用し、「主体的・対話的で深い学び」を進めていきます

が、デジタルの良さとアナログの良さを活かしながら、より効果的な学習の仕方を行っていきま

す。本校の高学年では、授業中に端末を机の上に置き、個人で必要な時にインターネットなどを

活用し、学習に活かしている様子が見られます。また、個別の学力に応じた宿題に活用している

学年もあります。デジタルのみでの学習ではなく、「道具」としてデジタル機器を上手に活用さ

せていきたいと思います。 
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熱中症対策について 
まだまだ暑い日が続きま

す。ネッククーラーや日傘

の使用など、熱中症対策と

して必要な事はしていただ

いて結構です。 

持ち物の管理や使い方に

ついてはご家庭での指導を

お願いします。 

 

宿泊学習（５年） 
延期になっていた５年生

の宿泊学習を９月４日（木）

５日（金）に行います。 

本当は１学期終業式の翌

日に出発予定でしたが、宿

舎からの連絡で、大雨によ

る水道管破損のため、生活

用水が使用できないという

ことで、前日に急遽中止と

なりました。 

楽しみにしていた 5 年生

にとってはとても残念なこ

とになってしまいました

が、気持ちを切り替えて、当

日を迎えてほしいと思いま

す。 


